


























































































1L-18の発現が認められた. 1L-18受容体の発現もみられた TMの細胞間相互作用や遊離 TM
による 1L-18産生誘導により，炎症が賦活されている可能性が考えられた 服組織で炎症時
にTM，11，-18が発現矯加することで炎症を制御している可能性が示唆された.
本研究は、限組織で炎症時にトロンボモジュリン、 1L-18が発現増加するこ左によって炎症
を制御する新たな知見を示すものである。結果の解釈も適切であり、審議会は学位(医学博
士)を授与するに値するものと判定した。
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